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はじめに

　

オコジョ（

Mustel

は，ヨーロッパからシベリア，北米北部に広く分布

している。(Corbet& Hill 1980)その一亜種であ

る

ホ

ンドオコジョ（

MustelaermineanipponCA-BRERA,1913)は，本州の固有亜種である。白山山

系に分布する哺乳類では，ヤマネ，モモンガ，ミズ

ラモグラと併せて，オコジョが「富士山・奥秩父・

八ヶ岳・北アルプスなどの亜高山帯または高山帯で

みられ，目撃例・撮影例は比較的多い。しかし，標

本は少ない。」として，『日本の絶滅のおそれのある

野生生物－－－レッドデータ

ブック

ー（脊椎動物

編）』（環境庁編1991)では希少種（Ｒ: Rare) 36

種の中にとり挙げられた。

　

レッドデータブックの希少種に挙げられたことに

より，生息数，繁殖生態やより正確な分布域の把握

が望まれている。

　

白山では記録が少なく，石川県白山自然保護セン

ターに保存している３体の標本のほかには，断片的

な記録に留まっていた。ちなみに，筆者も1970年以

来,白山の高山帯での滞在日数は延べ100日以上にな

り，常に注意を払っているが，オコジョを直接観察

したのは１回だけである。

　

今回は，山の関係者の目撃情報に併せ，登山者か

らの情報を収集し，分布標高と分布範囲の推定を試

みた。

　

なお本調査は，平成４年度から石川県が実施した

「希少動物調査」の一部である。

方法

　ホン

ドオコジョ（以下単にオコジョという。）の目

撃記録用紙（図１）を用意し,1993年７月から1994

年10月にかけて登山者や野生動物に興味のある人が

目にふれやすい，白山自然保護センター中宮展示館

　

（石川県石川郡吉野谷村中宮）,国設白山鳥獣保護区

管理センター（石川県石川郡白峰村市ノ瀬）に置い

て，登山者からの情報を待った。また白山の山中を

仕事場にしている林業関係者などからの聞き取りに

よっても情報を収集した。併せて，白山自然保護セ

ンター発行の普及誌「はくさん」（水野1994)にも

広告を兼ねた記事を載せた。

　

情報を確認する上で注意を要する，オコジョに似

た動物としては，イタチが挙げられる。一般登山者

からの情報が期待できる国設白山鳥獣保護区管理セ

ンターには液漬標本を置いて,特徴を説明した上で，

情報を確認した。

図１

　

オコジョの観察記録票
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表１

　

白山山系から得られたオコジョの情報
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荘川・高鷲・白鳥大日ヶ岳山頂
大野市

　　　　　

三ノ峰

白峰村

　　　　　

岩屋又三ッ石
白峰村

　　　　　

市ノ瀬

白峰村

　　　　　

チブリ尾根
白峰村

　　　　　

チブリ尾根

白峰村・荘川村

　

別山南尾根
白峰村・白川村

　

別山石室そば

白峰・荘川・白川別山神社石垣
白峰村

　　　　　

ﾁﾌﾞﾘ尾根小屋の下
白峰村

　　　　　

ﾁﾌﾞﾘ小屋そば

白峰村

　　　　　

ﾁﾌﾞﾘ小屋上1000m
白峰村・白川村

　

別山天池のそば
白峰村

　　　　　

別当覗き

白峰村

　　　　　

別当覗きｽｸﾞ上
白峰村

　　　　　

甚ノ助小屋前

白峰村

　　　　　

甚ノ助小屋ｽｸﾞ上
白峰村

　　　　　

別山ジグザグ上

白峰村

　　　　　

油坂下部
白峰村

　　　　　

南竜山荘左

白峰村

　　　　　

観光新道
白峰村

　　　　　

黒

ぼ

こ岩

白峰村

　　　　　

砂防新道ｸﾛﾎﾞ

ｺ

岩

白峰村

　　　　　

砂防新道一二曲下

白峰村

　　　　　

砂防新道水場付近

白峰村

　　　　　

ﾄﾝﾋﾞ岩少し下

白峰村

　　　　　

甚ノ助小屋上

白峰村

　　　　　

砂防新道南竜分岐
白峰村

　　　　　

水平道分岐
白峰村

　　　　　

お池めぐり帰路

白峰村

　　　　　

五葉坂登り口

白峰村

　　　　　

室堂平

白峰村

　　　　　　

白山室堂平

白峰村

　　　　　　

白山室堂

白峰村

　　　　　　

室堂平

白峰村

　　　　　　

白山室堂平

白峰村

　　　　　　

白山室堂

白峰村

　　　　　　

弥陀ヶ原

白峰村

　　　　　

展望歩道

白川村

　　　　　

大白川キャンプ場

白峰村

　　　　　　

お池めぐり
白峰村

　　　　　

千蛇ヶ池

白峰村・白川村

　

御前峰山頂

白峰村・白川村

　

大汝峰頂上

白峰村・白川村

　

大汝山頂神社

白峰村・白川村

　

大汝峰頂上

白川村

　　　　　　ヒ

ルバオ雪渓

白峰村

　　　　　

大杉谷イモ岩谷

尾口村

　　　　　

檜新宮

尾口村

　　　　　

四塚山すぐ北

尾口村

　　　　　

長坂の下

吉野谷村

　　　　　

ゴマ平避難小屋
吉野谷村・白川村三方岩岳

福光町

　　　　　

大門山一不動滝

金沢市　　　　　高三郎山金
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メスイタ千を知らない人は多く，それらの人びと

からの情報では，大きさだけでオコジョであると認

定することはできない。とくに，標高の低いところ

からの情報がオコジョに間違いなしとするには，目

撃者本人から直接聞き取りをして，注意深く確認し

た。疑わしい情報も観察者に確認したが，情報を寄

せようという人は，ある程度の知識か興味のある人

達が多かった。他の動物と間違えられている可能性

か

あ

るか，観察位置が明確でない情報は削除した。

　

オコジョの生息環境の保全状況を検討するため

に

　

白山地域に指定されている各種法的規制の指定

範囲とオコジョの分布との関係を検討した。環境の

改変または動物の捕獲が原則として禁止されている

区域として，自然公園，自然環境保全地域と林野庁

森林生態系保護地域をとりあげ，これらの指定地域

と，目撃地点の関係をみた。

　

分布域の図化および面積の計算には, PC　Arc/

Info (ESRI社,USA)及び国土数値情報250mメッ

シュ標高データ（国土地理院）を使用した。
図３

　

オコジョ情報の標高別例数

図２

　

白山山系のオコジョの記録地点

結果

　

今回得られたオコジョの情報

に合わせて，当センターが所有

している標本や，以前から持っ

ていた確実な情報を合わせる

と，表１のとおり55例となった。

県境や市町村境にある山頂部や

登山道での観察記録は，両側の

市町村の記録とした。石川県金

沢市，石川郡吉野谷村，尾口村，

白峰村,富山県西礪波郡福光町，

岐阜県大野郡白川村，荘川村，

郡上郡高鷲村，白鳥町，福井県

大野市からの記録が得られたこ

と｡になる。

　

国土数値情報の基準メッシュ

を縦横４分割したメッシュ（250

ｍメッシュ）に記入したものが，

図２である。記録の出現地域を

参考にして，国土地理院発行

25000分の１地形図「越前勝山」

　

「願教寺山」「ニノ峰」「加賀市

ノ瀬」「白山」「御母衣」「白峰」

　

「新岩間温泉」「平瀬」「市原」

　

「中宮温泉」「西赤尾」の範囲か
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ら，手取川より西側と庄川より東側を除いた範囲で

記録地点を地図にプロットした。北は高三郎山から，

南は大日岳にかけての約40km,東西約15kmの範囲

からの記録が得られた。

　

高三郎山の記録例からみて，北部白山の稜線部に

は連続して分布している可能性は高いが，登山者な

どの少ない地域であるため，確認はできなかった。

また石川県と富山県境の医王山や，石川県と福井県

境の大日山系からの情報は得られなかった。

　

観察地点を標高別の記録数でみると，図３のとお

り2000mから2600mの範囲にもっとも多く，最低標

高は, 810mであった。また，記録の74.5%が，1800

m以上からのものであり, 96.4%が1000m以上から

のものである。わずかに２例が車道が入っている地

帯からのものであった。

　

オコジョ分布域の自然環境保全状況を見るため

に，白山国立公園の特別保護地区，犀川源流自然環

境保全地域と林野庁の白山森林生態系

保護地域を，環境の改変と動物の捕獲

が原則として行われない区域としで

Ａ”区域とした。また，白山国立公園，

白山一里野県立自然公園(石川県)，奥

越高原県立自然公園(福井県)，国設白

山鳥獣保護区及び各県の鳥獣保護区

を”Ｂ”区域とした。

　

土地利用規制の現状を図示すると，

図４のようになる。オコジョが確認さ

れている地点のほとんどが”Ａ"(図上

で白抜きの部分)に含まれる。

考察

≪既存の報告≫

　

白山のオコジョはあまり注目されて

こなかった。分布が記載されている図

鑑など（今泉1960,増

井　

1976）でも，

石川県または白山がオコジョの分布地

とはなっていなかった。

　

白山で初めて哺乳類相がまとめられ

た，白山学術調査団編『白山の自然』

では，「その密度はきわめて低い。」（村

上･森下1970)と記録され, 1973年に

はじめて写真が紹介された（北国新聞

社1973)。それ以降，多くの高山植物

と同様，白山はオコジョの分布の西限

にあたるとしても注目されてきた。

　

環境庁によって1973年から実施された第１回『自

然環境保全基礎調査』で得られた情報から，「

ホ

ンド

オコジョは白山，別山，釈迦岳に多くみられる｡」と

生息域が初めて地図上に示された（石川県1977)。

また白山地域の哺乳類相42種の整理をした『白山地

域自然環境調査報告書』（水野1981)では，ニイガ

タヤチネズミ，ヒメヒミズ，ミズラモグラと並んで

　

「亜高山帯・高山帯に孤立した地域個体群をなす。」

とした。その後，捕獲記録，目撃記録から，白山山

系では,オコジョは標高800m以上に見られると報告

された（水野・八神1985)。

≪分布域の広がり≫

　

確認できている情報のほとんどが,白山の登山道，

砂防新道から山頂にかけて集中しているのは，登山

者が多いためであろう。今回の記録は登山道や登山

者の利用拠点周辺からの情報が多かったが，白山山

系全体のこれと同標高の地帯には，連続して分布し
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ている可能性がある。

　

岐阜県哺乳動物調査研究会(1984)は,アンケート

の結果から白川村と荘川村にオコジョが分布すると

している。

　

しかし，庄川から東側には北アルプス山

系の地域俗体群まで，これまでに報告がみられない

分布の空白地帯がある。福井県からは，これまでに

写真や標本等の記録は見あたらず，獣類リスト（福

井県1976)にも挙げられていない。

　

白山では，ほとんどの登山者と山の関係者は室堂

　

(2400m)または山頂を目指しており，登山口であ

る別当出合の1200mまたはそれ以下の標高地点から

高山帯までを往復している（石川県1989)とすれば，

観察者の目がとくに高山帯に集中しているとは言え

ない。それにもかかわらず。標高1500m以下では記

録が少なくなるということは，山地帯では生息密度

が低いことを示唆しているともいえる。図３で見ら

れた記録の標高別頻度は，それぞれの標高別の密度

をある程度反映していると考えることができる。

　

白山山系の標高1500m以上を高密度分布域とする

と，国土数値情報の４分の１メッシュの標高データ

からその面積は,192km2なる。また，分布域を標高

1000m以上とすると，白山地域での広が

りは

644

km2

と

なる。なお，標高800ｍ以上とすると,814km2以上の

広がりになるが，西へは取立山を経て大日山系へ，

東へは蛭ケ野高原を経て飛騨山地へつながることに

なるが，その地域には分布がみられていないことか

ら，標高1000m前後から上を分布の広がりとするの

が適当であると考えられる。標高1000m以上を，白

山におけるオコジョの分布可能地域と見ると，富山

県東礪波郡上平村，福井県勝山市も含まれる４県12

市町村に広がる。

≪分布標高の下限と分布限定要因≫

　

立山では，冬に低山へ降りてきているとされてい

るが（富山県1977),白山では，今回の確実と思わ

れる記録地点のもっとも低い標高は, 810mであっ

た。白山山麓には，高鷹村蛭ヶ野の850

ｍ

,白峰村白

峰の500m,などに集落があり，以前は集落周辺でも

イタチやテンの罠猟が普通に行われていたが，集落

周辺でオコジョを見たという情報は得られなかっ

た。登山道で人に出会っても逃げなかったとか，室

堂の施設の石垣に住み着いたこともあるなど，人間

の存在が直接にオコジョを追いやっているとは考え

にくい。1980年頃までは普通にいた放し飼いの犬や

野犬の存在など，何か人間による間接的な圧力が働

いていた可能性は残る。

　

分布を限定している要因としては，標高は結果と

して現れるとみる必要がある。高標高地では積雪期

間が長いことで，例えばイタチなど，競合種が生息

できないことがオコジョの分布を限定している要因

の候補に挙げられる。積雪の差により，南北に長い

白山山系では，日本海側と内陸側で積雪に差が見ら

れたり,植生帯の分布標高が違っている（鈴木1970)

ように，オコジョの分布下限が石川県側と岐阜県側

で異なることは十分想像できる。このことについて

は，積雪の広域なデータが不足しているので，今後

の課題とする。

≪分布地域の保全状況≫

　

白山におけるオコジョの分布地のほとんどは，土

地規制レ

ベ

ルで

は”

Ａ”ランクに含まれており，そ

れらの指定地域が適正に管理されれば，この種の保

護管理に重大な危機はないと考えられる。

　

白山山系は，当亜種の分布域の西限にあたり，最

も近いオコジョの分布地である岐阜県東部のオコ

ジョ分布地から約30km隔離された,独立した小さな

分布地である。目撃情報がなかなか得にくいことか

らも，分布域は狭く生息密度は低いと考えるべきで

あろう。白山の哺乳類相の中では最も保護を意識し

ておくべき種といえる。
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